
いわき市の林業

所有者別の森林面積 民有林における人工林と天然林の割合

私有林
57.8%
51,250ha

私有林
46.8%
455,837ha

国有林
34.6%
30,705ha

国有林
42.0%
408,464ha

森林農地
整備センター
0.5%
458ha

973,305ha 森林農地
整備センター
1.2%
11,960ha

公有林
7.1%
6,331ha

公有林
10.0%
97,044ha

( 令和 2年 福島県森林・林業統計書 )
※太枠で示す部分は民有林 ※民有林：国有林以外の森林

(令和 2年 福島県森林・林業統計書 )

( 令和 2年 福島県森林・林業統計書 )

人工林 天然林 未立木地帯など

県全体
88,744ha
いわき

564,841ha
県全体

58,039ha
いわき

未立木地帯など
2.2%
1,255ha

人工林
56.9%
33,039ha

天然林
40.9%
23,745ha

人工林
36.4%
205,486ha天然林

61.4%
346,935ha

未立木地帯など
2.2%
12,419ha
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828

921

52
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1,943
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3,165

2,055
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4,422

1,749

117
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579
736
43

計1,358

1,620

2,026

127
計3,773 8,120

3,708

108
計11,935

1,234

1,244

68
計2,546

3,872

2,318

112
計6,302

456
404
23
計883

1,819

710

175
計2,704

いわき市の地区別民有林面積
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　いわき市は、総土地面積の約72％が森林であり、森林のうち人工林（※）の割
合が県平均より高くなっていて、林業が盛んな地域です。特に田人、遠野、三和
地区は気候や土壌がスギの生産に適していて、スギの生産地として有名です。
※人工林：家などに使う建築材を生産するために人が植えた森林。スギやヒノ
　　　　キなどのまっすぐな幹の木が多い。

さかあい ち いき

ど じょうき こう

わり

けん ちく ざい

みき

三和町、遠野町、田人町　など
林業がさかんな地域

わり あい

※表示単位未満を四捨五入しているため、
　合計と内訳の計が一致しない場合があります。
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女
男

●林道延長は県内市町村順位１位
林道が多い森林では、森林の整備がしやすくなります。

●いわき市の林業者数は平成22年度と比較しますと、大きな増減はみられませんでした。今
後、林業を発展させるためには、意欲のある就業者が必要です。

林道整備状況

いわき市の林業就業者数

いわき市の主要な林産物の生産量

266

54
計320

198

50
計248

236

51
計287

285

53
計338

274

49
計323

600

0

100

200

300

400

500

人

平成 7年度 平成 12年度 平成 17年度 平成 22年度 平成 27年度

林道　石寄線 (田人町 )

( 平成 27年 国勢調査産業等基本集計 )

●いわき市の主要な林産物の内、きのこ類の生産量は増加の傾向にあります。
木材 (千m )3 木炭 (t) 生しいたけ (t) なめこ (t)

( 令和 2年 福島県森林・林業統計書 )
( 令和元年木材需給と木材工業の現況 )

400

800

900

1,000

1,100

1,400

1,200

500

600

700

300

200

100

0
平成 27年 平成 28年 平成 29年 平成 30年 令和元年

297

218

6

540

313

213

4

799

317
255

3

1,137

308
234

2

1,266

282

202

3

1,346

しゅうしゅう ぎょうぎょう しゃしゃ

えん ちょう

区　　分 い　わ　き 県
(本 )路 線 数 ２８６

５９５
２０９

３５.０９

１,７３１
４,０９５
１,５１３
３６.９４

(km)延 長
(km)舗 装 延 長
(%)舗 装 率

( 令和 2年 福島県森林・林業統計書 )

ほ

えん ちょう

そう

ほ そう りつ

えん ちょう

はっ てん い よく

ひ かく

しゅう ぎょう しゃ

けい こう
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森林が持つ大切なはたらき

CO2：二酸化炭素のこと
にさん か たん そ

O2：酸素のこと
さん そ

　森林は、水を蓄えるはたらきや、土砂くずれを防ぐはたらき、たくさんの生き物のくらしの場
になるはたらきなど、私たちの生活を支える大切なはたらきをしています。

　木は、二酸化炭素を吸収し酸素をつくる「光合成」
と、酸素を吸収し二酸化炭素をはき出す「呼吸」の
両方をしていますが、両者を比べると光合成の割合
の方が大きいため、森林は二酸化炭素を吸収し、地
球温暖化を防止するものとして期待されています。
●「光合成」
　空気中の二酸化炭素と、根から吸収した水と、太
陽の光を使って、自分で養分（デンプン）を作り出し、
酸素をはき出すはたらきのことです。光合成は植物
だけができるはたらきであり、植物は酸素の生産者
といわれています。
●「樹齢と二酸化炭素吸収量」
　二酸化炭素の吸収量は、広葉樹林よりもスギ・ヒ
ノキの育成林の方が多くなっています。また、若い
森林ほど吸収量が多く、林齢が約15年以上になると
徐々に、吸収量が減少していきます。

①二酸化炭素を吸収し
酸素をつくる。

③山くずれ・土砂流出
を防ぐ

⑦心にやすらぎを
あたえる。

②様々な生き物の住み
かになる。

⑥生活環境を快適にする。

⑤豊かな海を育む。

④水を蓄える。

森林による年間平均炭素吸収量（1ha あたり）

木の光合成と呼吸

[炭素トン/ha/年]

樹齢[年生]（森林総合研究所（温暖化対応推進拠点）のデータより作成）

スギ育成林

4

3

2

1

0

ヒノキ育成林
広葉樹天然林

1～
5
6～
10
11
～1
5
16
～2
0
21
～2
5
26
～3
0
31
～3
5
36
～4
0
41
～4
5
46
～5
0
51
～5
5
56
～6
0
61
～6
5
66
～7
0

※育成林：木材生産を目的として人が手を入れている森林。

二酸化炭素

酸素

炭水化物
(デンプン )

二酸化炭素　

酸素

水
光エネルギー光エネルギー

呼吸呼吸

光合成光合成

炭
素
炭
素

炭素
炭素

ど し ゃ ふせたくわ

じゅれい

りんれい

じょじょ

こう ごう せい

わり あい

おん だん か

こ きゅう

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん きゅうしゅうりょうか たん そ

に さん こう よう じゅ りんか たん そ

さん

くら こう ごう せい

そ

さん そ

さん そ

さん そ

きゅうしゅう

きゅうしゅう

きゅうしゅう

きゅうしゅうりょう

きゅうしゅうりょう

きゅうしゅうりょう

きゅうしゅう

こう ごう せい

こう ごう せい

二酸化炭素を吸収し、酸素をつくる1
に   さん   か    たん    そに   さん   か    たん    そ さん   そさん   そきゅうしゅうきゅうしゅう
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樹齢[年生]（森林総合研究所（温暖化対応推進拠点）のデータより作成）

スギ育成林

4

3

2

1

0

ヒノキ育成林
広葉樹天然林

1～
5
6～
10
11
～1
5
16
～2
0
21
～2
5
26
～3
0
31
～3
5
36
～4
0
41
～4
5
46
～5
0
51
～5
5
56
～6
0
61
～6
5
66
～7
0

※育成林：木材生産を目的として人が手を入れている森林。

二酸化炭素

酸素

炭水化物
(デンプン )

二酸化炭素　

酸素

水
光エネルギー光エネルギー

呼吸呼吸

光合成光合成

炭
素
炭
素

炭素
炭素

ど し ゃ ふせたくわ

じゅれい

りんれい

じょじょ

こう ごう せい

わり あい

おん だん か

こ きゅう

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん か たん そ

に さん きゅうしゅうりょうか たん そ

に さん こう よう じゅ りんか たん そ

さん

くら こう ごう せい

そ

さん そ

さん そ

さん そ

きゅうしゅう

きゅうしゅう

きゅうしゅう

きゅうしゅうりょう

きゅうしゅうりょう

きゅうしゅうりょう

きゅうしゅう

こう ごう せい

こう ごう せい

二酸化炭素を吸収し、酸素をつくる1
に   さん   か    たん    そに   さん   か    たん    そ さん   そさん   そきゅうしゅうきゅうしゅう

第 2次～
第 3次消費者

分解・還元

地表面地表面

大気大気

土壌土壌

ヘビ

２次生産１次生産

果実

カエル

クモ
昆虫

昆虫

昆虫

ハダニ

ハダニ
クモ

ダニ

クモ ダニ

ダニ
小型鳥類

大型鳥類

テン
イタチ

土壌有機物

ササ、草木、コケ

カビ、細菌

カビ、細菌

線虫、原生動物

食虫類

②第１次消費者 ③第２次消費者 ④第３次消費者
高次消費者

① 生産者

捕食動物

葉

根

枝
幹

 

根が広く深い

岩の亀裂に根が侵入し、
しっかりと固定される 浸食・流出して失われる土の量

※参考 :『林業試験集報 61』
　　　　河口武雄

　様々な種類の木がある豊かな森林には、木の葉、木の実、樹液などが豊富に存在します。また、これら

をエサにする草食動物（リスなど）、草食動物を食べる小型肉食動物（ヘビなど）、草食動物や小型肉食動

物を食べる中型肉食動物（イタチなど）が存在し、食べる食べられるの関係（食物連鎖）でつながっています。

●森の中の生き物のつながり

 　森林の地面には、木の葉や枝、倒れた木、動物の “フン”や “死がい”などがたまっていきます。これらは、たまる一方ではなく、

地面や地中の生き物（ダニ・トビムシなど）に食べられ、カビ・キノコなどによって分解されて、フカフカで栄養豊富な土になります。

●森の中の分解者

ミミズ・ヤスデ

カビ類
キノコ類
細菌類

緑色植物 クヌギ、コナラ、シイ、ササ類、アブラナ、
レンゲソウ、シダ植物、コケ植物

モグラ カエル クモ
アリ類 ヘビ類

キツネフクロウ小鳥類モズ

ワシ・タカ類

カブトムシ セミ類 ジャノメチョウ
シロスジカミキリ

ミツバチ
クマバチ

リス
ネズミ類 ノウサギ

幼虫 幼虫

生産者

花粉
蜜

種
果実

葉
樹皮葉 茎落葉

N・P・K

分解者分解者 生産者生産者
朽木

第 1次
消費者

山くずれ防止のしくみ 裸地・畑地・森林の
土砂流出 (浸食 )

岩の層
そうそう

裸地 畑地 森林地

すべり面

土壌層

落葉層

森林の生態系と食物連鎖森の中の生き物のつながり（食物連鎖 )

しょくもつれん  さ

じゅえき そんざい

そんざい

たお

 　地中に伸びた根は、岩の層にまで入り込み、しっかりと木自身を支えています。山くずれは、雨が降

った時に、すべり面（土壌層と岩の層の境目）より上部の土壌層が滑り落ちて発生します。しかし、地

中の岩の層までしっかりと根を張り巡らせている森林では、根が土壌層を固定し支えているため、山く

ずれが起きにくくなります。

●木の根が山くずれを防ぐ

 

■森林では雨が降った時、木の枝葉や落ち葉によって、雨粒が地面に直接ぶつからないため、土壌がけず

　られにくくなります。

■森の土は、土の粒の間にすき間が多くフカフカしているため、スポンジのように雨水をたくさん吸収します。

●森は土砂の流出を防ぐ
Ⅰ

Ⅱ

そう

そう

めぐ

ど じょうそう ど じょうそう

ど じょうそう

ど じょう

すべ

あまつぶ

ふ

ふ

つぶ きゅうしゅう

　森林は畑地や裸地（地面がむき出しの土地）に比べ、土砂が流出しにくいという特徴を

もっています。（土砂流出は周辺の住宅地や農地などに被害をもたらします。）

ら　ち とくちょう

ひ がい

様々な生き物の住みかになる2

山くずれ・土砂流出を防ぐ3
ど   しゃど   しゃ

※N（窒素）P（リン酸）K（カリウム）
ちっ さんそ

くら ど しゃ

ど しゃ

そう

ど しゃ
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雨

森森

地下にしみ込む地下にしみ込む

湧き水湧き水

流れる流れる

陸
海

蒸発
蒸発 蒸発

蒸発

地下水地下水

海水 96.50%

利用できる水 ( 約 0.79%)淡水 - 氷河など 1.74% 淡水 - 地下水・
土壌中、大気中、
湖沼、河川など

その他 0.95%

※出典 : 国土交通省「令和 3年度　日本の水資源の現況」より
※各量からの計算値を端数処理しているため、合計が 100％になりません。

総量
約13.86億km3

水の循環について

　日本で生活する私達は、いつも豊富な水を利用できる環
境にありますが、世界的には、世界人口の約11％が深刻な
水不足に、約26％が日常的な水不足に苦しんでいるとされ
ています。（日本ユニセフ協会「ユニセフの主な活動分野」より）
　地球上に存在する水のほとんどは海水で、人間が利用で
きる水（河川、地下水、湖水など）は全体の１％未満と言わ
れています。

●限りある水資源

　フカフカしたスポンジの様な森林の土は、大雨のときに
は雨水を吸収して河川の洪水を防ぎ、雨がふらないときに
は、地中に貯めていた水を河川や地下水へ流し出し、河川
の水量を一定に保つはたらきをしています。

●森林の「水源かん養機能」

■老木と若木が混じっている森林→根がより複雑になり、
地面をしっかり支える。
■落葉樹が混じっている森林→落葉・落枝が地表を覆い、
表土を保護する。
■森の中に適度に光が差し込む森林→下草が生え、表土の
流出を防ぎ、水のしみこみやすさを高める。

　日本は、周辺を海に囲まれ、山々は豊かな森林に恵まれ、それらは多くの河川によってつながれています。

さらに、森・川・海を通して水が循環しています。森に雨が降り、地表水や地下水として河川を経由して

海に至ります。その過程で大気中に蒸発して、再び雨となって降っています。

　このような水の循環は、人間の活動や自然の営みに必要な水を供給するだけでなく、多様な生態系や生

物生産を維持しています。

●水と土を守る理想的な森林

　腐葉土層は雨水の中のごみや溶け込んでいる物質を取

り除きます。この過程で窒素、リン、ミネラルなど生物

に必要な栄養分を加えて、良質な水を作ります。

　この水が豊かな生き物を育む栄養分を川や海にもたら

すのです。

●森林の土壌から流れ込む栄養

地球上の水資源の分布割合

葉から地表に落ちる雨

浸透
地下水地下水

貯留水

さらに深く染み込む水さらに深く染み込む水

水

遮断蒸発

空気
土粒子

土のすき間の
拡大模式図
土のすき間の
拡大模式図

地表の土
（腐葉・腐植層）

地表の土
（落葉層）

蒸発

森林に降った雨の行方森林に降った雨の行方

か せん

すい げん よう　き  のう

しんこく

かん

ろうぼく

したくさ

わか ぎ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

豊かな海を育む5
はぐくはぐく

ぶん わり あいぷ

きょう

そんざい

きゅうしゅう こうずい

たも

ま

らくようじゅ ま

めぐ

じゅんかん

じゅんかん きょうきゅう

ふ

いた

い じ

ふ よう ど そう

のぞ ちっ そ

どじょう

ふじょうはつ

おおらくよう らく し

水を蓄える4
たくわたくわ
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＜具体例＞

●防風林（屋敷林）：下のイラスト参照

●防音林：工場や自動車などの騒音を吸収し弱めるはたらきをする森林。住宅の周りにある生垣もこの

はたらきをしています。

●浄化機能：森林の樹木は、大気中の排気ガスなどに含まれる汚染物質を葉や幹に吸着することで浄化し、

また一部を無害化するはたらきをしています。ただし、このはたらきはほんのわずかであるため、限

度を超えた汚染物質があると、葉が落ちたり、枯れてしまうこともあります。

●気温の上昇を抑える：木の葉や枝で

日光の一部がさえぎられ、日陰が増

えることや、葉から水蒸気が放出さ

れる蒸散の時に、熱も一緒に逃がす

はたらきがあるため、気温の上昇を

抑えています。

　都市や都市近辺にある森林も、私たちの生活環境を快適にするはたらきをしています。

●森林浴：森の中を散策し、心地よさ

や清々しさを感じ、楽しむことを「森

林浴」と言います。このリラックス

効果は、樹木が発するフィトンチッ

ドという物質のためと言われていま

す。森林浴の形は様々で、近くの公

園や森の散歩から、登山やキャンプ、

植物園の見学まで、幅広く含まれま

す。

　公園で遊んだり、キャンプや登山やスキーなどをしたり、花見や紅葉を楽しんだり、木や森林に親しむ

機会は数多くあります。人は森の中や森の近くで活動することにより、喜びや安らぎを感じるなど心理的

に良い効果を得られます。

　また、学校や神社に古くからある大木・老木や、よく手入れされた公園の木々などは、地域のシンボル

にもなります。地域の身近にある木や森は、愛着や環境美化の意識を高め、自然を大切にする考え方を、人々

の心にもたらします。 身近な森とレクリエーション身近な森とレクリエーション

住宅・田畑を北風・吹雪から守る

ほだ場ほだ場

用材・薪材の供給、
ほだ場などの生産の場

冷暖房の省エネ
防音・防火機能

生垣は美観にも優れる

生きものの生息場所

や　しきりんぼうふうりん

ぼうおん きゅうしゅうりん そうおん いけがき

じょうか   き  のう じゅもく はい  き じょうか

おさ えだ

ふく みき

こ お せんぶっしつ

お せんぶっしつ きゅうちゃく

か

ひ かげ

いっしょ に

すいじょう き

じょうさん

じょうしょう

おさ

こうよう

ち  いき

こう  か

ち いき

しん

しん

りんよく

りんよく

かんきょう い  しき

しん りん よく

こう  か じゅもく

はばひろ ふく

さん さく

生活環境を快適にする6

心に安らぎを与える7

かんきょう
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　スギやヒノキなどの人工林は、住宅などに使うため
の木材生産を目的として植えられたものです。木材と
して木を伐りだすには、通常、木を植えてから 40 年
～ 50年の年月を要します。
　いわき市を含む日本国内において、現在、成長した
人工林の多くは木材として利用可能となっているにも
かかわらず、外国産木材の輸入量の増加や、林業の採
算性の低下により、国産木材が伐採されずに余ってい
る状態にあり、放置される森林（人工林）も見られるようになっています。
　私たちが「森林が持つ大切なはたらき」を共有するためには、「植える（植林）」→「育てる（下
草刈り、除伐、枝打、間伐といった手入れ）」→「（木材を伐採して）使う」→「また植える（植林）」
という循環が必要です。この循環によって、健全な森林の育成とともに、住みやすい森林環境
と木材資源を持続的に得ることができるようになります。
　そのためには、人工林で育った木材を、私たちがもっと利用することが大切です。

枝打

間伐

伐採

植林

下草刈り

除伐

森林を育む森林を育む森林を育む森林を育む
はぐくはぐくはぐくはぐく

仕事仕事仕事仕事

苗木（幼い木）を植える作業。

苗木の成長の邪魔になる雑草など
を刈り払う作業（1年目～5年目）
苗木の成長の邪魔になる雑草など
を刈り払う作業（1年目～5年目）

特に形の良くない木や、他の木の
成長の邪魔になる木を伐る作業
(10 年目～15 年目 )

特に形の良くない木や、他の木の
成長の邪魔になる木を伐る作業
(10 年目～15 年目 )

林内によく光が入るように、木の
下の方にある枝を伐り落とす作業。
（15 年目～20 年目）

林内によく光が入るように、木の
下の方にある枝を伐り落とす作業。
（15 年目～20 年目）

混みすぎた森林を健康な森林にす
るために木を間引く作業
（25 年目～30 年目）

混みすぎた森林を健康な森林にす
るために木を間引く作業
（25 年目～30 年目）

木材として利用できる太さになっ
た木を伐る作業。
（40 年目～50 年目）

木材として利用できる太さになっ
た木を伐る作業。
（40 年目～50 年目）

なえ　ぎなえ　ぎ じゃ　まじゃ　ま ざっ　そうざっ　そう

かか はらはら

じゃ　まじゃ　ま きき

りん　ないりん　ない

きき

ここ

きき

もく　ざいもく　ざい

ま　びくま　びく

しょくりんしょくりん

した　くさ　かした　くさ　か

じょ　ばつじょ　ばつ

えだ　うちえだ　うち

かん　ばつかん　ばつ

ばっ　さいばっ　さい

なえ　ぎ おさな

森林・林業と私たちの生活
「植える、育てる、使う、植える」

き

さい

さん せい ばっ さい

ばっ さい

した

じょ ばつくさ か

じゅんかん じゅんかん かんきょう

えだ うち かん ばつ

森林（人工林）の成長1

「政府広報オンライン」より
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現　状

「森林が持つ大切なはたらき」を共有するためには

　植林後、手入れ（下草
刈り、除伐、枝打、間伐）
がされない。

　根がしっかりと張らな
いため、土砂崩れが起き
やすくなる。

　森林内が混みすぎてい
るため、十分に光が入ら
ず、木は細く、根も発達
しない。

　植林後、手入れ（下草
刈り、除伐、枝打、間伐）
がきちんとされている。

　根がしっかりと張り、
土砂崩れが起きにくくな
る。

　森林内に十分に光が入
り、活き活きとした森林
が保たれ、幹が太くなり、
根も発達する。

いわき市豊かな森づくり・木づかい条例について
　私たちが「森林が持つ大切なはたらき」を持続的に共有するためには、利用できる木材をもっと使い、使ったら
また木を植えるといった森林の循環利用が大切です。いわき市では、「いわき市豊かな森づくり・木づかい条例（令
和３年４月１日施行）」を定め、市が整備する建物にいわき市産木材を積極的に利用することや、森林が持つ多面的
機能を促進することについて市民の皆様の理解を深める取組みなども進めています。

か

こ

ど

か

しゃ くず

じょ ばつ えだ うち

みき

ど しゃ くず

かん ばつ

じょ

した くさ

ばつ かん ばつえだ うち

「政府広報オンライン」より

じゅんかん

せ こう

そく しん みな さま

した くさ
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製材所・加工工場2

　木材にも野菜や魚と同じように、市場があります。山から出

荷された木は、木材市場でセリや入札にかけられ、製材業者な

どに売られていきます。

木材市場1

 　製材所や加工工場で加工された建築材で、

大工さんが住宅を建てます。

建築3

セリ売りの様子

加工工場 加工木材 建築中 木造住宅内装

造材2

　樹木をチェーンソーやハーベス

タで伐り倒します。

伐採1

　一定の長さに伐られた木材をトラックなど

に載せ、木材市場などに運びます。

集材・運材3

ハーベスタによる伐採チェーンソーによる伐採

プロセッサによる造材 フォワーダによる集材 トラックによる運材

ばっばっ さいさい

ぞうぞう ざいざい

　これまで、木材の加工は熟練の大工さんが行
っていましたが、近年ではコンピュータ制御の
加工システムにより、高品質の製品を短時間で
加工することができるようになりました。

じゅくれん

せい ぎょ

　伐り倒した樹木の枝を払い、木材の用途に応
じた長さに伐ります。

じゅ もく

じゅ もく

き

き

たお

たおき

の

き

木材を収穫する流れ2

木材生産者から消費者への流れ3

（写真出典：林野庁）

しゅうかくしゅうかく

53



接
着
剤

　製材工場で、木材を加工する時に切り捨てられる端材などを、粒状の木質ペレットに加工

し、化石燃料に代わる再生可能エネルギーとして、ストーブやボイラーの燃料に使う取組み

が行なわれています。いわき市でも木質ペレットストーブの導入を積極的に進めています。
(令和 2年 11月末現在、いわき市の公共施設には 50台導入されています。)

           

灯油に代わる燃料としての利用 ～木質ペレット～

木質ペレット 木質ペレットストーブ

タンスタンス

本本

樹脂樹脂

樹皮樹皮

セッケンセッケン

家家
燃料燃料合板合板

木炭木炭
もくたんもくたん

もくもく

と りょうと りょう せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い

せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い

ごうばんごうばん
ねんりょうねんりょう

ねんりょうねんりょう

じゅ しじゅ し

じゅ ひじゅ ひ

せ
ん
り
ょ
う

せ
ん
り
ょ
う

し りょうし りょう

ひ りょうひ りょう

ワックスワックス

塗料塗料

紙紙

染
料
染
料

こ
う
り
ょ
う

こ
う
り
ょ
う

香
料
香
料

木ガス木ガス

食料食料

パルプパルプ

バットバット

燃料燃料

肥料肥料
飼料飼料

　木は、住宅の建築材やタンスなどの木製品に利用されるほか、紙を作るためのパルプの原料としても

利用されます。また、化学処理によって木の成分を取り出したものが、接着剤や塗料などに利用されます。

とう   ゆとう   ゆ もく　しつもく　しつ

は  ざいす つぶ じょう もく しつ

こう きょう  し  せつ どう にゅう

どう にゅう

か　がく しょ　り せっちゃくざい と りょう

もく しつ

もく しつもく しつ もく しつもく しつ

私たちの生活の中で、木はどんな所に使われているか4
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　しいたけは、大きく分けて２つの栽培方法があります。１つは、丸太（原木）に穴をあけ、
しいたけ菌を埋め込む原木栽培、もう１つは、おがくずと養分を固めたものに菌を植え付ける
菌床栽培です。
　現在は、１年中栽培できるため、菌床栽培が主流となっています。

　なめこは、原木栽培による栽培方法もありますが、現在で
は、おがくず、米ぬか、ふすまなどを混ぜ入れ、菌床をつく
り、なめこの種菌を植える菌床栽培が主流です。
　福島県内では、中通り・浜通りを中心に年間を通して安定
的に生産されています。

しいたけ

なめこ

【原木しいたけ】 【菌床しいたけ】
①丸太（原木）に穴をあけ、菌を埋め込み
　ます。

②原木栽培されたしいたけ

①おがくずと養分を固めたものに菌を
　植え付けます。

②菌床栽培されたしいたけ

なめこ（菌床栽培）

特用林産物5

　森林からは、木材のほか、食用きのこ、山菜や木炭など、様々な
産物が得られます。ここでは、いわき市の食用きのこのうち、しい
たけとなめこを紹介します。左の地図は、市内の主な生産者がいる
地点です。

いわき市の特用林産物

原木しいたけ・・・・・・・・・・・

菌床しいたけ・・・・・・・・・・・

菌床なめこ・・・・・・・・・・・

もく たん

きんしょう

きんしょう

きんしょうさいばい

きんしょうさいばい

きんしょうさいばい

きんしょう

さい ばい

さい ばい

さい ばいきん きん

げん ぼく

げん ぼく

さい ばいげん ぼく

げん   ぼく

げん ぼく きん きん

さい ばい

たねきん

さい ばい ほう ほう

ま きんしょう

げん ぼく

きんしょうさいばい

きんしょうさいばい
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水源かん養保安林

土砂流出防備保安林

土砂崩壊防備保安林

落石防止保安林

なだれ防止保安林

水源地の森林が指定されます。
その流域に降った雨を蓄え、
ゆっくりと川に流すことで、
安定した川の流れを保ち、洪
水や渇水を緩和する働きがあ
ります。また、きれいでおい
しい水を育む効果もあります。

樹木の根と地面を覆う落ち葉や
下草が、雨などによる土砂の流
出を防ぎます。

山崩れを防ぎ、住宅や鉄道、道
路などを守ります。

なだれの発生を防ぎます。ま
た、なだれが発生した時には
その勢いを弱め、被害を防ぎ
ます。

落石を斜面の途中で止め
たり、樹木の根によって
岩石を安定させたりして、
被害や危険を防止します。

ど しゃ ほう かい ぼう び ほ あん りんど しゃ ほう かい ぼう び ほ あん りん

ど しゃ りゅうしゅつ ぼう び ほ あん りんど しゃ りゅうしゅつ ぼう び ほ あん りん

すいげんすいげん

ぼう し ほ あんりんぼう し ほ あんりん

らくせきぼう し  ほ  あんりんらくせきぼう し  ほ  あんりん

よう ほ あんりんよう ほ あんりん

　森林の中でも、私たちの暮らしを守るために、特に重要なはたらきをしている森林は、国や県

によって「保安林」に指定され、伐採を制限したり、適切に森林の手入れを行なうなど、必要な

管理が行われています。

　下のイラストにある保安林のほかにも、その目的によっていろいろな種類や役割の保安林があ

ります。

守るべき森林

く

ばっ さい

やく わり

保安林
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出典：気象庁「地球温暖化って知ってるかな？」 出典：気象庁「気候変動監視レポート 2020」

トレンド=1.26（℃/100年）

気象庁

日本の年平均気温偏差の経年変化（1898 ～ 2020年）
細線（黒）は、国内15 観測地点（脚注参照）での年平均気温の基準値からの
偏差を平均した値を示している。
太線（青）は偏差の5 年移動平均値、直線（赤）は
長期変化傾向を示している。
基準値は1981 ～ 2010 年の30 年平均値。

19
81
-2
01
0年
平
均
か
ら
の
差（
℃
）

　地球の気温が、生き物が生きていくのに適切な温度に保たれているのは、常に太陽からの熱で温められているため

です。二酸化炭素は、石油、石炭、天然ガスなどの地中から掘り出した化石燃料を燃やす時、空気中に大量に出ます。

　ここ200年ほどの間に人間の産業活動が活発になり、車や工場などから排出される二酸化炭素

が非常に増えたために、地球の空気が昔よりも温まりやすくなってきていると言われています。

 　温暖化が進むと、南極の氷や氷河がとけて、海面が上昇し、砂浜や小さい島が沈んでしまう

かもしれません。また、干ばつや集中豪雨などの異常気象が増えるといわれています。

地球温暖化のしくみ 気温の変化

大雨干ばつ

出典：環境省「地球温暖化パネル」 出典：環境省「地球温暖化パネル」

森林と地球温暖化問題との関わり
ち  きゅう おん だん  か    もん  だいち  きゅう おん だん  か    もん  だい

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1890 1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

網走、根室、寿都、山形、石巻、伏木、飯田、銚子、
境、浜田、彦根、宮崎、多度津、名瀬、石垣島

※国内15観測地点：

はい しゅつ に   さん   か   たん   そ

に さん か たん そ ほ

ひょう　がおん   だん     か じょうしょう すな  はま しず

かん しゅうちゅうごう う い じょう き しょう

地球温暖化ってどういうこと？1

地球が温暖化するとどんな問題が起きるの？2

ち   きゅう おん だん   かち   きゅう おん だん   か

おん  だん   かおん  だん   か
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460
本

160
本

23
本

呼吸 CO2

人間 1 人が呼吸によ
り排出する二酸化炭
素は年間320kg

吸　収

排気ガス
CO2
CO

2

CO2

自家用乗用車 1 台か
ら排出される二酸化
炭素は年間2,300kg

平均燃費
10km/リットル
年間走行距離
10,000km

吸　収

CO2CO2
CO2CO2

CO2
CO2

CO
2
CO2

1 世帯当たりの二酸
化炭素排出量は年間
6,500kg

吸　収

電気・ガスなどの使用
自家用乗用車・廃棄物
からの排出

　私たちの生活の中でものが燃えている

のを見ることはほとんどありませんが、自

動車を動かしたり電気を作るために、化

石燃料を燃やしています。二酸化炭素の

排出量は、照明や家電製品など電気を使

うところが一番多く、次に自動車、暖房、

給湯の順で多くなっています。みなさん

も、生活のなかで省エネを心がけること

で、二酸化炭素の排出を減らしましょう。  

　また、省エネは電気代の節約にもなり、

家計にも優しい取組みです。

木が混みあっていると、互いの木が成長を邪魔してしまい、

二酸化炭素吸収やその他のはたらきが十分に発揮できなく

なります。そのため、混みあった木の中で成長の良くない

木を中心に２割～３割程度を伐ることを間伐と言います。

間伐して元気になった森林は、成長が良くなり二酸化炭素

をたくさん吸収できるようになります。

二酸化炭素の排出量を減らそう1

　森林は、二酸化炭素を吸収して成

長するため、地球温暖化防止の効果

が期待されており、植林して森林を

増やそうという取組みや、間伐をし

て森林を元気にしようという取組み

などが進められています。

森林による二酸化炭素の吸収を進めよう2
身近な二酸化炭素排出と森林 (スギ )の二酸化炭素吸収量

間伐

（資料：林野庁ウェブサイトより）

私たちができること
ーうちエコ！アクション①ー

現在、国民1人あたりが家庭から排出する二酸化炭素は1日平均で約6kg。
自分にできるこちからひとつひとつ、取組を積み重ねて二酸化炭素の排出量を減らしましょう。

シャワーの利用時間を
1日1分短くする 74g

風呂の残り湯を洗濯に
使いまわす 7g

入浴は間隔をあけずに
行う 86g

使わないときは温水洗浄
便座のフタを閉める 15g

ガスコンロの炎をなべ底
からはみ出さないように
調節する

5g

冷蔵庫にものを詰め込み
過ぎない 18g

冷蔵庫を壁から適切な
間隔で設置する 19g

炊飯器の保温をやめる 37g

家庭からの二酸化炭素排出量
一般廃棄物
5.2％

自家用自動車
30.3％

水道2.2％

冷房1.9％

動力他30.1％

給湯14.3％

暖房4.1％

暖房11.9％

世帯あたり
CO2排出量

約5,203［kgCO2］
（2006年）

出典：国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィス
　　［日本の温室効果ガス排出量データ（1990～2006年度）］

（2008.7.9発表）

※数字は1人1日あたりのCO2削減量
出典：チーム・マイナス6％（環境省）HP

めざせ！1人1日1kgCO2削減「私のチャレンジ宣言」より

お風呂／トイレで

リビングで

キッチンで

テレビを見ないときは
消す 13g

1日1時間パソコンの
利用を減らす
（デスクトップ型パソコン）

13g

主電源をこまめに
切って待機電力を
節約

65g

夏の冷房時の設定
温度を26℃から28℃
に2℃高くする。

83g

冬の暖房時の設定
温度を22℃から20℃
に2℃低くする。

96g

全国地球温暖化防止活動推進センター　http://www.jccca.org
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地球温暖化問題の対策としてどんな取組みが行われているの？3
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